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１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 417,450 3.9 59,939 46.4 66,043 46.8 46,479 49.4

2024年３月期第３四半期 401,771 9.4 40,939 66.7 44,976 75.6 31,108 59.0
(注) 包括利益 2025年３月期第３四半期 52,489百万円( 18.6％) 2024年３月期第３四半期 44,251百万円( 49.3％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 124.86 124.72

2024年３月期第３四半期 81.43 81.28

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 1,236,300 601,030 48.5

2024年３月期 1,225,103 600,824 48.5
(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 599,671百万円 2024年３月期 593,918百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 12.00 － 22.00 34.00

2025年３月期 － 24.00 －

2025年３月期(予想) 24.00 48.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 556,000 3.6 72,000 32.4 77,000 28.6 58,000 4.4 155.80
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

総額売上高（「収益認識に関する会計基準」等を適用しなかった場合の売上高）は1,320,000百万円（対前期増減
率7.8%増）を予想しております。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注)詳細は、添付資料P9「2.四半期連結財務諸表及び主な注記(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財
務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 384,415,254株 2024年３月期 397,265,054株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 16,507,688株 2024年３月期 21,927,440株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 372,260,998株 2024年３月期３Ｑ 382,018,461株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定

の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大

きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料

P4「1.当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（2024年４月1日～12月31日）における国内経済は、企業収益の改善に伴う雇用環境と所得

環境の改善により個人消費が堅調に推移しました。加えて、訪日外国人旅行者の増加によりインバウンド需要の拡大が

継続し、サービス業や観光産業において経済活動が更に活発化しました。

一方で、世界的な地政学的リスクの高まりや世界経済の成長鈍化、金利・為替の変動などによる影響により、国内外

の経済情勢の先行きには依然として不透明感が漂っております。物価上昇の長期化が続く中、消費者の生活防衛意識が

高まり、消費の二極化が顕著になるなど、引き続き注視の必要があると認識しています。

こうした中、当社グループは「お客さまの暮らしを豊かにする“特別な”百貨店を中核とした小売グループ」の実現

に向け、現中期経営計画（2022年度～2024年度）に取り組んでおります。重点戦略である「高感度上質戦略」、「個客

とつながるCRM戦略」、「連邦戦略」、「まち化戦略」を着実に推進する中、2024年11月には次期中期経営計画（2025年

度～2030年度）を策定しました。「マスから個へ」のビジネスモデルの変革と“館業”から“個客業”へのスイッチに

向けて、フォアキャスト視点で現中期経営計画の最終年度として各事業の再生と進化を継続するとともに、バックキャ

スト視点で次期中期経営計画に向けた取り組みに先行着手しております。

国内百貨店においては、首都圏店舗が引き続き好調に推移したことに加えて、地域店舗についても福岡や札幌、名古

屋などの地方大都市店舗を中心に総額売上高が伸長し、収益拡大いたしました。また、顧客基盤拡大の取り組みとして、

エムアイポイントを活用したキャンペーンの実施などにより、デジタル会員（三越伊勢丹アプリ会員含む）の新規獲得

が好調に推移し、当社が識別できる顧客（以下、識別顧客）の数が増加しました。

グループ関係会社では、景気回復を背景に企業活動が活発化し、BtoB外販活動による売上が好調に推移しました。合

わせて、グループ業務の内製化を推進しております。次期中期経営計画に向けた取り組みとして、百貨店で識別化した

個客に対して、各社がグループならではの価値を提供するためのユニークポイントの磨き上げを進めております。

サステナビリティの取り組み（※）では、2023年度に見直した４つの重点取り組み（マテリアリティ）それぞれにKPI

を設定しました。その中でも、当社グループらしさのある「ひとの力の最大化」は、企業理念のミッション「こころ動

かす、ひとの力で。」にもある通り、「ひとの力」こそが、イノベーションを生み出す最大の源泉と捉え、「生涯CDP」

「DE＆I」「こころが弾む企業風土づくり」をテーマに取り組んでおります。このようなグループ全体でのサステナビリ

ティの取り組み推進やコーポレートサイトのリニューアルなどによる情報開示の見直しにより、当社はESG（環境・社

会・ガバナンス）投資における世界的な評価指標である「MSCI ESG格付け」において、2024年12月時点で初めて最上位

の「AAA」を獲得しました。また、「大和インターネットＩＲ表彰2024」のサステナビリティ部門で優秀賞を受賞しまし

た。今後も、経営計画とサステナビリティの取り組みをリンケージさせて、グループ全体で更に推進してまいります。

※サステナビリティの取り組みに関する具体的な内容については2024年11月に発行した「三越伊勢丹ホールディング
スサステナビリティレポート2024」を参照

当社グループは、One Bangkok Company Limitedと共同で、バンコク中心部で最大の複合開発プロジェクトである

「One Bangkok」のオフィス事業および小売事業に参画しており、2024年10月に、小売事業の「MITSUKOSHI DEPACHIKA」

がソフトオープンいたしました。日本の百貨店由来のデパ地下を展開することで、日本の百貨店として期待される「日

本食」や「おもてなし」を軸に、引き続きタイ・バンコクのお客さまにも愛される店づくりを行っていきます。

この結果、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は417,450百万円（前年同四半期比3.9％増）、営業利益

は59,939百万円（前年同四半期比46.4％増）、経常利益は66,043百万円（前年同四半期比46.8％増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は46,479百万円（前年同四半期比49.4％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①百貨店業

当第３四半期連結累計期間（2024年４月1日～12月31日）における国内百貨店は、伊勢丹新宿本店や三越銀座店を中心

に入店客数が伸長し、入店客数の全店計が前年を上回りました。その中で、年末商戦にて打ち出した様々なキャンペー

ンや品揃えの拡充が奏功し、ラグジュアリーブランドのほか、秋冬物の衣料品や化粧品などの幅広いアイテムの売上が

好調に推移しました。その結果、免税売上高の大幅な伸長に加えて、外商やエムアイカード会員などの識別顧客による

売上も拡大しました。

当社グループでは、上質で豊かな生活を求めるお客さまの消費ニーズにお応えする「高感度上質戦略」を推進してお

り、伊勢丹新宿本店や三越銀座店のリモデルにより新規に導入したコンテンツ・MDが好調に推移しました。地域百貨店

においては、伊勢丹新宿本店・三越日本橋本店との連携による「拠点ネットワーク戦略」の取り組みを引き続き強化し
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たことで、売上が拡大しております。合わせて、サステナブルなモノやコトをご紹介する「think good」は、グループ

全社で取り組みを強化しており、今後はより当社グループらしい独自性の高い取り組みの拡大を目指します。「個客と

つながるCRM戦略」としては、両本店のお得意様向けのご招待会（伊勢丹新宿本店「丹青会」、三越日本橋本店「逸品

会」）に加えて、各店で上位個客に向けた独自のおもてなし企画を実施しました。

免税売上高については、ラグジュアリーブランドのハンドバッグや宝飾品などの付加価値の高い商品に加えて、化粧

品やベビー子供用品も好調に推移しました。その結果、首都圏の都心店舗だけでなく地域店舗においても前年実績を大

きく上回り、国内百貨店計で当第３四半期連結累計期間の過去最高額を更新しております。

オンライン事業については、化粧品の「meeco」や「三越伊勢丹ラグジュアリーオンラインストア」などのカテゴリー

別のサイト売上が前年実績から大幅に伸長し、オンライン事業全体の売上が堅調に推移しました。合わせて、販管費コ

ントロールの取り組みを引き続き強化したことで、大幅に収益が改善しました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間において、首都圏の株式会社三越伊勢丹が引き続き大幅な増収となり、地

域百貨店計の総額売上高も前年実績を上回りました。

経費面については、全国の店舗での徹底した「百貨店の科学（収支構造改革）」の効果により固定費の圧縮や売上連

動経費の抑制などの販管費コントロールが進展しました。この結果、首都圏店舗のみならず地域百貨店計においても営

業利益が大幅に拡大しております。

海外店舗の当第３四半期連結累計期間（2024年1月1日～９月30日）では、昨年度レストランをリモデルオープンした

米国三越の売上が好調で、前年実績を大きく上回りました。また、マレーシアにおいても、先行してリモデルオープン

したKLCC店の食品エリアが全体を牽引し、売上が堅調に推移しております。

このセグメントにおける売上高は347,841百万円（前年同四半期比3.2％増）、営業利益は49,865百万円(前年同四半期

比45.8％増)となりました。

②クレジット・金融・友の会業

株式会社エムアイカードは、割賦手数料やアクワイアリング収入の拡大を中心に、売上が前年実績を上回り、当第３

四半期連結累計期間において増収となりました。また、昨年度に続き収支構造改革の推進効果が奏功し、販管費の抑制

につながっております。これにより第２四半期連結累計期間に続き増益となりました。なお、この分野における成長戦

略として、新たな金融サービスである伊勢丹新宿本店時計売場における商品保証サービスは当初計画の加入率を達成し、

新規カード入会にもつながるなど、将来の事業拡大に貢献しております。百貨店事業を通じてつながったすべての識別

顧客の暮らし全般に関わるご要望にお応えするべく、今後も金融サービスのラインアップを拡充してまいります。

このセグメントにおける売上高は25,675百万円（前年同四半期比5.2％増）、営業利益は5,564百万円（前年同四半期

比88.6％増）となりました。

③不動産業

不動産業は、新宿エリアの保有物件におけるテナントの入れ替えにより賃料収入が増加し、増収増益となりました。

高品質な内装や家具製作を強みとする株式会社三越伊勢丹プロパティ・デザインでは、外部の大型開発案件のホテルや

オフィス、ブランドショップ改装の施工を中心に売上が拡大し、増収となりました。

このセグメントにおける売上高は20,596百万円（前年同四半期比12.0％増）、営業利益は2,605百万円（前年同四半期

比29.3％増）となりました。
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④その他

スーパーマーケット事業や食品のOEM製造事業を展開している株式会社エムアイフードスタイルは、物価上昇局面にお

いて、販管費コントロールを徹底するとともに、「連邦戦略」の取り組みを強化しました。三越伊勢丹のグループ力を

活かしたプライベートブランドの販路拡大やOEM受注拡大、エムアイカード会員に向けたキャンペーンの実施などに取り

組んでおります。2024年11月にはJR埼京線十条駅の再開発地区に「クイーンズ伊勢丹十条店」が新規オープンしまし

た。

旅行業の株式会社三越伊勢丹ニッコウトラベルは、国内旅行では毎年恒例のチャータークルーズ催行、海外旅行では

独自の欧州リバークルーズの増発に加えて希少性の高い特別企画旅行を展開しました。加えて、円安傾向や海外での物

価高の影響を受けながらも原価管理と販管費コントロールを徹底したことにより、大幅な増収増益となりました。

広告・メディア事業の株式会社スタジオアルタは、百貨店の広告メディア販売事業（屋外広告・デジタルサイネージ

等）が引き続き堅調に推移しました。また、グループ会社の広告制作を集約して統合させた効果が継続し、大幅な増収

増益となりました。

このセグメントにおける売上高は72,989百万円（前年同四半期比4.8％増）、営業利益は1,693百万円（前年同四半期

比0.2％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は1,236,300百万円となり、前連結会計年度末に比べ11,197百万円増加しまし

た。これは主に、季節要因により受取手形、売掛金及び契約資産が増加したことなどによるものです。

負債合計では635,270百万円となり、前連結会計年度末から10,991百万円増加しました。これは主に、季節要因により

支払手形及び買掛金が増加したことなどによるものです。

また、純資産は601,030百万円となり、前連結会計年度末から206百万円増加しました。これは主に、親会社株主に帰

属する四半期純利益を計上したことなどによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の連結業績予想につきましては、2024年11月13日公表の連結業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 68,177 35,234

受取手形、売掛金及び契約資産 154,501 182,560

有価証券 1,183 1,343

商品及び製品 24,151 25,599

仕掛品 487 765

原材料及び貯蔵品 616 621

その他 41,772 45,221

貸倒引当金 △4,114 △3,666

流動資産合計 286,776 287,679

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 146,132 141,040

土地 529,485 534,653

その他（純額） 29,213 28,425

有形固定資産合計 704,831 704,119

無形固定資産

ソフトウエア 17,234 16,703

のれん 9,489 8,856

その他 23,366 23,518

無形固定資産合計 50,090 49,078

投資その他の資産

投資有価証券 132,956 142,493

その他 50,874 53,052

貸倒引当金 △468 △157

投資その他の資産合計 183,362 195,388

固定資産合計 938,284 948,587

繰延資産

社債発行費 41 33

繰延資産合計 41 33

資産合計 1,225,103 1,236,300
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 116,091 152,137

短期借入金 22,454 31,900

コマーシャル・ペーパー 25,000 －

未払法人税等 6,927 14,773

商品券回収損引当金 13,242 13,235

引当金 14,747 7,964

その他 194,711 193,332

流動負債合計 393,175 413,343

固定負債

社債 20,000 20,000

長期借入金 53,300 44,500

繰延税金負債 111,560 112,341

退職給付に係る負債 30,855 30,802

引当金 18 6

その他 15,369 14,277

固定負債合計 231,103 221,927

負債合計 624,278 635,270

純資産の部

株主資本

資本金 51,470 51,505

資本剰余金 323,857 292,090

利益剰余金 210,679 239,997

自己株式 △32,990 △30,376

株主資本合計 553,017 553,216

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 11,329 17,209

繰延ヘッジ損益 0 12

為替換算調整勘定 27,652 27,298

退職給付に係る調整累計額 1,919 1,934

その他の包括利益累計額合計 40,901 46,454

新株予約権 499 429

非支配株主持分 6,405 930

純資産合計 600,824 601,030

負債純資産合計 1,225,103 1,236,300
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 401,771 417,450

売上原価 163,283 162,475

売上総利益 238,487 254,974

販売費及び一般管理費 197,548 195,034

営業利益 40,939 59,939

営業外収益

受取利息 409 591

受取配当金 539 636

持分法による投資利益 4,642 5,856

その他 1,470 2,480

営業外収益合計 7,062 9,564

営業外費用

支払利息 573 518

固定資産除却損 1,181 1,015

その他 1,271 1,927

営業外費用合計 3,025 3,460

経常利益 44,976 66,043

投資有価証券売却益 676 －

特別利益合計 676 －

特別損失

減損損失 371 424

店舗閉鎖損失 321 697

事業構造改善費用 173 －

特別損失合計 866 1,122

税金等調整前四半期純利益 44,786 64,921

法人税等 13,627 18,473

四半期純利益 31,158 46,448

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

50 △31

親会社株主に帰属する四半期純利益 31,108 46,479
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 31,158 46,448

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,893 1,747

繰延ヘッジ損益 1 12

為替換算調整勘定 2,512 1,805

退職給付に係る調整額 244 15

持分法適用会社に対する持分相当額 7,441 2,460

その他の包括利益合計 13,092 6,041

四半期包括利益 44,251 52,489

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 43,578 52,032

非支配株主に係る四半期包括利益 673 457
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（会計方針の変更）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

従来、所得等に対する法人税、住民税及び事業税等（以下、「法人税等」という。）について、法令に従い算定

した額を損益に計上することとしておりましたが、所得に対する法人税等について、その発生源泉となる取引等に

応じて、損益、株主資本及びその他の包括利益に区分して計上することとし、その他の包括利益累計額に計上され

た法人税等については、当該法人税等が課される原因となる取引等が損益に計上された時点で、これに対応する税

額を損益に計上することといたしました。なお、課税の対象となった取引等が、損益に加えて、株主資本又はその

他の包括利益に関連しており、かつ、株主資本又はその他の包括利益に対して課された法人税等の金額を算定する

ことが困難である場合には、当該税額を損益に計上しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連結

財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

百貨店業
クレジッ
ト・金融・
友の会業

不動産業 計

売上高

外部顧客への売上高 334,801 14,403 14,643 363,849 37,922 401,771 － 401,771

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,215 10,000 3,751 15,967 31,702 47,669 △47,669 －

計 337,017 24,403 18,395 379,816 69,624 449,440 △47,669 401,771

セグメント利益 34,190 2,950 2,015 39,156 1,689 40,845 94 40,939

(注) １「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、小売業、製造・輸出入等・卸売業、

物流業、人材サービス業、情報処理サービス業、広告・メディア業、旅行業等を含んでおります。



株式会社三越伊勢丹ホールディングス(3099) 2025年３月期 第３四半期決算短信

-10-

２ セグメント利益の調整額94百万円は、セグメント間取引消去、未実現利益等であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「百貨店業」セグメントにおいて、608百万円の減損損失を計上しております。四半期連結損益計算書において

はこの減損損失のうち、237百万円が特別損失の「店舗閉鎖損失」に含まれております。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

百貨店業
クレジッ
ト・金融・
友の会業

不動産業 計

売上高

外部顧客への売上高 345,550 14,850 16,630 377,031 40,418 417,450 － 417,450

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,290 10,824 3,965 17,081 32,570 49,652 △49,652 －

計 347,841 25,675 20,596 394,113 72,989 467,102 △49,652 417,450

セグメント利益 49,865 5,564 2,605 58,034 1,693 59,728 211 59,939

(注) １「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、小売業、製造・輸出入等・卸売業、

物流業、人材サービス業、情報処理サービス業、広告・メディア業、旅行業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額211百万円は、セグメント間取引消去、未実現利益等であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「百貨店業」セグメントにおいて、525百万円の減損損失を計上しております。四半期連結損益計算書において

はこの減損損失のうち、100百万円が特別損失の「店舗閉鎖損失」に含まれております。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 17,915百万円 17,687百万円

のれんの償却額 632百万円 632百万円


